
学校部活動から地域クラブ活動展開へ
群馬県総括コーディネーター・NPO法人新町スポーツクラブ理事長 小 出 利 一



今まで(学校内活動)

部活動地域連携

これから(地域活動)

地域クラブ活動へ

なぜ、地域クラブ活動展開に向かうのか
① 加速度的に進む少子化によって多くの地域において学校単位の活動が困難な状況
② 教員の働き方改革

令和元年11月衆議院文部科学委員会附帯決議、12月参議院文教科学委員会附帯決議において
「部活動を学校単位から地域単位の取組とし、学校以外の主体が担うことについて検討を行い、
 早期に実現すること」と明記されている

誰も体験したことがないスポーツ界全体の大改革のスタート



R7年度 保護者・地域住民・教員への周知活動



【①運営団体とは】
 実施主体をまとめて  
マネージメントする
組織(法人が好ましい)

【② 実施主体とは】
 種目別にスポーツ・
文化活動を行う組織

群馬県の課題
1.マネージメント人材
 が不足している
2.総合型地域スポーツ
クラブを設置しいる市
町村が少ない



スポーツ少年団と総合型地域スポーツクラブ

スポーツ少年団

• 日本体育協会(当時)とオリンピック委員

 会中心に昭和37年6月23日創立

• 3歳から大人まで登録できる組織

• 人を育成する青少年団体。

アスリートを養成するための団体ではない

• 中高校生以上は地域のスポーツボランティ

アとして活躍するための研修会があ

 り、生涯スポーツ人材育成カリキュラム

 が整っている

総合型地域スポーツクラブ

• 平成7年度文部省(当時)主導で全国数か所で

 モデル地域を指定

   群馬県は平成9年度日本体育協会(当時)から

 モデル地域指定を新町が受託して平成12年11月

 に県内初の総合型地域スポーツクラブとして設立

• 多種目、多世代、多趣向を旗印に組織した地域

 スポーツとして新しい公共を担う団体

• 総合型地域スポーツクラブは非営利組織として

 活動している

• 令和7年度 全国登録1,121クラブ

(内 群馬県17クラブ)



大阪教育大学附属高校平野校舎 松田雅彦氏提供

NPO法人新町スポーツクラブとして
学校と協働で活動するための考え方



NPO法人新町スポーツクラブと
新町中学校は協働の関係

学校と地域の協働活動
Winwinとなる関係構築

【コーディネーターの役割】
① 大切なことは信頼関係
② 情報共有

教員とクラブ関係者
 による定期的な情報
 交換会の開催

③ 生徒会と情報交換
④ 保護者と情報共有
⑤ 地域と情報共有



代表的な先進県としての動き



3つの団体がまとまって新しい時代に新しい団体へ改革



R7.6.3吾妻郡・川場村関係者を中心に視察した

群馬県北部は、スポーツツーリズムで活性化できる



地域展開の進捗が思わしくない地域とは
•自分たちの地域の客観的データの調査不足

•今 大丈夫だからと将来を見据えていない姿勢

•子ども達の意見を聞いていない

•職員数が少ないために業務が停滞している

•予算配分が少ないため業務が遂行できない 等

【課題解決のために】        「行政機関は縦割りではなく協働で地域づくりへ」
・できない論を排除してみんなで知恵を出し合う雰囲気が必要
・地域クラブ活動展開の本質(本質は地域活性化である)をしっかり学ぶことが大切
・主役である子ども達の意見を謙虚に聞いて、学んで、実行する企画実行力が必要
・「行動するから具体的な課題が明確化になる」ことを知る
・失敗も成功もない全く新しい取り組み

子ども達の未来のために勇気を持って前に進む姿勢が大切
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